




要約:NICU 卒業児で、障害のある子供達の母親を対象に、障害の受容課程での問題を検討

した。受容できてると答えた母親は 65.3%で、そこに至るまで平均 20 ヵ月を要している。

施設入所や在宅の違い、障害の種類や程度などより、早期にあやし方を指導された家族の

方が有意に受容が進んでいた。早期からの具体的で丁寧な接触指導が重要と考えられた。 

障害を持つ母親の多くは、継続的な入所施設ではなく、毎日通える通園施設や一時入所施

設を望んでいた。今日的な療育体制の整備が望まれていると考えられる。 


